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1.  平成25年12月期第3四半期の連結業績（平成25年1月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第3四半期 12,955 △0.6 212 △4.7 216 △10.9 112 △34.2
24年12月期第3四半期 13,035 19.7 223 766.9 243 347.4 171 286.7

（注）包括利益 25年12月期第3四半期 367百万円 （55.1％） 24年12月期第3四半期 237百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年12月期第3四半期 15.40 15.14
24年12月期第3四半期 23.40 23.14

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年12月期第3四半期 12,192 4,223 34.4 573.96
24年12月期 10,383 3,928 37.6 533.65
（参考） 自己資本   25年12月期第3四半期  4,196百万円 24年12月期  3,901百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
25年12月期 ― 0.00 ―
25年12月期（予想） 15.00 15.00

3. 平成25年12月期の連結業績予想（平成25年 1月 1日～平成25年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,230 1.6 520 70.9 540 63.8 300 42.0 41.04



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信（添付資料）４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年12月期3Q 7,864,000 株 24年12月期 7,864,000 株
② 期末自己株式数 25年12月期3Q 553,323 株 24年12月期 553,323 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期3Q 7,310,677 株 24年12月期3Q 7,310,717 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年末に短期サイクルの底を迎えた中、新たなる局面に入っ

てきております。OECDの景気先行指数においても日本の景気先行指数は2010年から横這い圏の動きが続いて伸び悩ん

でおったものの、2012年８～10月（99.9）を底に上昇に転じて、2013年８月は101.0と高まっております。また内閣

府の景気ウォッチャー調査による現状判断指数においては、目先は株式市場の不安定な動きと円安の一服もあって短

期的には伸び悩んでいるものの50を上回る水準が定着しつつあり、今後企業部門主導で上昇していく局面が見込まれ

ております。また、当社の取引先と関連が深い小売、飲食業界においても同様の動きが見られ、第３次活動指数にも

表れているように、短期的な伸び悩み局面も見られたものの上昇トレンドに入りました。 

今後、安倍内閣の下で脱デフレ・日本経済再生を目標とする『金融緩和、財政政策、成長戦略』が実施され、米

国・新興国を中心とする世界経済の回復もあって、日本経済・株式市場は長期低迷を脱却して本格的な拡大・上昇局

面に入りつつあります。日銀は今後２年間でマネタリー・ベース残高を２倍に拡大することを表明していることか

ら、株式市場は上昇基調が続き、街角景気判断DI（現状判断指数・先行き判断指数）は55超が定着して2000年代を上

回る局面が見込まれます。 

 そのような環境の中、当社グループは対処すべき課題である「主要マーケットにおける競争力強化と力を活かせる

マーケットを開拓し、どのような環境下においても会社として成長していける基盤を構築すること」の実現に向けて

活動しております。当第3四半期連結累計期間においては、今後の景気上昇局面において建設資材の高騰や人材確保

の問題等、採算性を考慮しなければならない局面を意識し、基本的な原価管理体制の見直し、事前の人材確保等、社

内において粗利率への意識を高める活動を行ってまいりました。その結果、昨年度と比較し、粗利率は向上したもの

の、７月より新たなる分野の開拓を目指し、30名を超える人材を採用し、２つの新設事業部を立ち上げた事による費

用が一時的に先行する形となりました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高129億５千５百万円、営業利益２億１千２百万円、経常利

益２億１千６百万円、四半期純利益１億１千２百万円となりました。 

  

 関連部門別の販売高及び営業概況は次のとおりであります。 

 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。  

《スーパーマーケット関連部門》    

 当社グループのスーパーマーケット関連部門の主要顧客である飲食料品小売業界に属する中堅企業(中堅チェーン

企業や複数店舗を有する企業)は震災以降、価格に関して上昇傾向にあるとともに、節電意識の高まりから経費の削

減にも繋がっている為、堅調に推移しております。また、全国のスーパーマーケットの状況を表しているスーパーマ

ーケット販売統計調査においても表れております。ただ、その中において、企業間の業績の差が大きく見受けられ、

その結果、M＆Aによる業界再編が急速に進んでおります。その様な中、業界における店舗再編の動きが活性化してお

り、企業の出店・改装意欲は引き続き継続しております。 

 このような状況下、継続的に不動産情報を提供すると共に、自社の蓄積した設計力や技術力を駆使したエンジニア

リングセールスを積極的に展開し、営業活動を行ってまいりました。また営業、設計、現場管理、メンテナンスとい

う職種の垣根を越えたチームとしての顧客対応力強化に努め、営業活動を行ってまいりました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は42億８千６百万円（前年同四半期比22.6％減）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

 関連部門の名称 
前第３四半期連結累計期間 

（百万円）  

当第３四半期連結累計期間 

（百万円）  

前年同四半期比 

（％）  

 スーパーマーケット関連部門 5,538 4,286 ▲22.6 

 フードシステム関連部門 6,529 7,527 15.3 

 保守メンテナンス部門 967 1,141 18.0 

 計 13,035 12,955 ▲0.6 
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《フードシステム関連部門》   

フードシステムに関連する企業の業績は上昇局面を迎えております。天候等により一時的な伸び悩みがあったも

のの、飲食店企業の全業態トータルの店舗数は20ヶ月以上前年同期比100％以上を超え、12ヶ月平均においても２％

近い伸びになっており、企業の出店・改装意欲の旺盛さを示しております。このような環境の中、店舗への積極的な

営業活動を進めただけでなく、商業施設のデベロッパーや物流及び加工センターへの営業活動も広めてまいりまし

た。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は75億２千７百万円（前年同四半期比15.3％増）となりました。

  

《保守メンテナンス部門》  

店舗メンテナンス事業におきましては旧来からの店舗設備の機器メンテナンスを充実させるとともに、旧メンテ

ナンス部を「ＣＳ（カスタマー・サティスファクション）サポート部」と名称を変更し、よりお客様の満足をサポー

トしていく部署として進化させる為の動きをしております。その一環として営業所毎に、地域密着の営業活動（省エ

ネ提案等）にも力をいれております。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は11億４千１百万円（前年同四半期比18.0％増）となりました。

  

（参考資料）事業分野別の売上高 

  当社グループでは事業内容をより明確化するため、事業分野別の販売高を区分しております。 

  なお、事業分野別の販売高は次のとおりであります。 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

《店舗施設の企画制作事業》 

 当社グループの中心事業である店舗施設の企画制作事業においては「現場力」というキーワードの下、積極的な活

動を進めてまいりました。企画・設計・施工に関する現場力を内製化することにより、社内においてチームを組成し

一丸となることで、受注率ならびに粗利率の向上に努めてまいりました。当第３四半期連結累計期間においては、今

後の景気上昇局面において建設資材の高騰や人材確保の問題等、採算性を考慮しなければならない局面を意識し、基

本的な原価管理体制の見直し、事前の人材確保等、社内において粗利率への意識を高める活動を行ってまいりまし

た。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は92億５千８百万円（前年同四半期比4.2％減）となりました。 

  

《商業施設の企画制作事業》 

 当第３四半期連結累計期間における商業施設の企画制作事業においては、１つ目の分野である内装管理業務、及び

共用部工事に関しては、今後当社グループが積極的な拡大を図る重要分野の一つとして、活動を進めております。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は９億７千２百万円（前年同四半期比23.4％減）となりました。 

  

《食品工場、物流倉庫の企画制作事業》 

 当社の基幹技術である冷凍冷蔵技術を活かす重要分野であります、食品工場、物流倉庫の企画制作事業に関して

は、近年、顧客企業の発注方法が変化してきております。当社グループとしては、ゼネコン、もしくはエンジニアリ

ング会社からの受注を目指し、営業戦略の変更を行いながら、さらなる基幹技術の強化を図るべく、積極的に活動を

行いました。他社にない商空間制作における総合企業へ成長していく中、大きな柱へ成長させていきたいと考えてお

ります。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は６億８千８百万円（前年同四半期比133.4％増）となりました。 

 事業分野の名称 
前第３四半期連結累計期間 

（百万円）  

当第３四半期連結累計期間 

（百万円）   

前年同四半期比

（％）  

 店舗施設の企画制作事業 9,666 9,258 ▲4.2 

 商業施設の企画制作事業  1,269 972 ▲23.4 

 食品工場、物流倉庫の企画制作事業 295 688 133.4 

 店舗メンテナンス事業 839 839 ▲0.0 

 省エネ・ＣＯ２削減事業 407 467 14.6 

 建築事業 557 728 30.7 

 計 13,035 12,955 ▲0.6 
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《店舗メンテナンス事業》 

 店舗メンテナンス事業におきましては旧来からの店舗設備の機器メンテナンスを充実させるとともに、旧メンテナ

ンス部を「ＣＳ（カスタマー・サティスファクション）サポート部」と名称を変更し、よりお客様の満足をサポート

していく部署として進化させる為の動きをしております。その一環として営業所毎の地域密着の営業活動にも力をい

れております。当第３四半期連結累計期間においては省エネ提案を積極的に行った結果、省エネ・ＣＯ２削減事業に

おいて売上が計上されております。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は８億３千９百万円（前年同四半期比0.0％減）となりました。  

  

《省エネ・ＣＯ２削減事業》 

 東日本大震災以降、省エネルギーへの意識は高まっております。そういった中、2010年に開発した冷蔵ショーケー

スにおける棚下LED照明の出荷も40,000本を超えてきております。また省エネエアコン・レンタル事業も新たなチェ

ーンとの契約も締結し、堅調に推移しております。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は４億６千７百万円（前年同四半期比14.6％増）となりました。 

  

《建築事業》 

 建築事業においては、「建築部」、「建築設計部」を創設し、建築設計・施工及び耐震診断及び補強工事を中心に

受注活動を進めてまいりましたが、この数年間の取り組みによる実績と技術力の積み上げにより、建築物件の引き合

いを多く頂けるようになりました。そこで７月より更なる拡大を考え、人材を採用し、「特殊建築事業部」という部

署を立ち上げました。他社にない商空間制作における総合企業へ成長していく中、大きな柱へ成長させていきたいと

考えております。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は７億２千８百万円（前年同四半期比30.7％増）となりました。 

   

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産の部） 

 当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、121億９千２百万円と前連結会計年度末に比べ18億９百万円の

増加となりました。  

流動資産は、84億４千７百万円と前連結会計年度末に比べ13億４千万円の増加となりました。これは、受注引渡

しの好調による売上債権の増加や当連結会計年度に引渡しを予定している大型受注案件に係る仕掛品の増加が主な要

因であります。 

 固定資産は、37億４千４百万円と前連結会計年度末に比べ４億６千９百万円の増加となりました。これは、電気設

備工事の専門業者であるニイクラ電工㈱の株式取得による子会社化に伴うのれんの発生、及び保有株式の株価上昇に

よる投資有価証券の増加が主な要因であります。 

（負債の部） 

 流動負債は、78億４千７百万円と前連結会計年度末に比べ14億４千１百万円の増加となりました。これは、当第３

四半期連結会計期間に引渡した大型案件及び当連結会計年度に引渡し予定の大型案件に係る仕入債務の増加や受注手

付金の増加が主な要因であります。 

固定負債は１億２千１百万円と前連結会計年度末に比べ７千３百万円の増加となりました。これは、保有株式の

株価上昇による繰延税金負債の増加が主な要因であります。 

 以上の結果、負債の部は79億６千８百万円と前連結会計年度末に比べ15億１千４百万円の増加となりました。 

（純資産の部） 

 純資産の部は42億２千３百万円と前連結会計年度末に比べ２億９千４百万円の増加となりました。これは、その他

有価証券評価差額金の増加が主な要因であります。 

 なお、自己資本比率は34.4％と前連結会計年度末より3.2ポイント減少しております。   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成25年2月15日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。     

   

㈱ラックランド（9612）平成25年12月期　第３四半期決算短信

－　4　－



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 当第３四半期連結累計期間において、Luckland Asia Pte.Ltd.及びLUCKLAND(CAMBODIA) ＆T.A.G Co.Ltd.は新

たに設立したため、また、ニイクラ電工株式会社の株式を取得したため、３社を連結の範囲に含めておりま

す。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,294,146 3,070,264

受取手形及び売掛金 2,864,873 3,323,126

リース債権 － 79,400

商品 49,948 462

仕掛品 441,928 1,483,462

原材料及び貯蔵品 160,409 199,961

その他 299,789 291,099

貸倒引当金 △3,442 △22

流動資産合計 7,107,653 8,447,756

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,694,385 1,694,385

その他 1,125,980 1,181,346

減価償却累計額 △775,684 △793,477

その他（純額） 350,296 387,868

有形固定資産合計 2,044,681 2,082,253

無形固定資産   

のれん 52,857 80,088

その他 23,259 36,210

無形固定資産合計 76,116 116,298

投資その他の資産   

投資有価証券 969,788 1,288,433

その他 206,211 286,099

貸倒引当金 △21,255 △28,249

投資その他の資産合計 1,154,744 1,546,283

固定資産合計 3,275,542 3,744,835

資産合計 10,383,196 12,192,591
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,498,797 5,124,518

短期借入金 1,450,000 1,450,000

未払法人税等 － 110,964

製品保証引当金 3,190 2,130

賞与引当金 3,657 10,584

受注損失引当金 10,214 10,429

その他 440,564 1,139,010

流動負債合計 6,406,423 7,847,636

固定負債   

退職給付引当金 － 1,627

役員退職慰労引当金 － 20,000

環境対策引当金 － 1,812

その他 47,841 97,860

固定負債合計 47,841 121,300

負債合計 6,454,265 7,968,937

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,524,493 1,524,493

資本剰余金 1,716,060 1,716,060

利益剰余金 970,989 1,010,468

自己株式 △473,614 △473,614

株主資本合計 3,737,929 3,777,408

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 163,422 418,513

為替換算調整勘定 － 115

その他の包括利益累計額合計 163,422 418,628

新株予約権 27,580 27,440

少数株主持分 － 177

純資産合計 3,928,931 4,223,654

負債純資産合計 10,383,196 12,192,591
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年９月30日) 

売上高 13,035,815 12,955,348

売上原価 11,945,330 11,688,431

売上総利益 1,090,484 1,266,916

販売費及び一般管理費 867,387 1,054,278

営業利益 223,097 212,638

営業外収益   

受取利息 1,250 910

受取配当金 12,558 14,327

仕入割引 12,202 11,752

不動産賃貸料 11,939 10,269

その他 3,828 5,908

営業外収益合計 41,779 43,168

営業外費用   

支払利息 9,678 8,405

不動産賃貸原価 7,811 5,902

業務委託費 2,197 17,478

その他 1,719 7,167

営業外費用合計 21,407 38,954

経常利益 243,469 216,853

特別利益   

固定資産売却益 349 －

新株予約権戻入益 350 140

投資有価証券売却益 － 9,686

その他 － 1,499

特別利益合計 699 11,325

特別損失   

固定資産除却損 852 512

固定資産売却損 21 493

貸倒損失 59,710 0

その他 19,200 －

特別損失合計 79,785 1,005

税金等調整前四半期純利益 164,383 227,173

法人税、住民税及び事業税 8,781 102,655

法人税等調整額 △15,461 12,008

法人税等合計 △6,683 114,664

少数株主損益調整前四半期純利益 171,066 112,509

少数株主損失（△） － △76

四半期純利益 171,066 112,585
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 171,066 112,509

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 65,951 255,090

為替換算調整勘定 － 125

その他の包括利益合計 65,951 255,216

四半期包括利益 237,018 367,725

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 237,018 367,792

少数株主に係る四半期包括利益 － △66
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該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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